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ファミリーマートの社会貢献テーマである「こども支援」について、代表的な活動事例をご紹介し
ます。これからの次世代を育成するさまざまな活動を通して、家族を、地域社会を、より良い
将来を応援していきます。

2021 年6月1日（火）～10月31日（日）                        

小学校1年生～6年生

一次、二次、最終審査会と 3回の審査を経て決定

2021年12月6日（月）

低学年部門（1・2年生）各ブロック1名　合計7名
中学年部門（3・4年生）各ブロック1名　合計7名
高学年部門（5・6年生）各ブロック1名　合計7名

各ブロック5名　合計35名

全国から40校・団体　

応募期間

応募資格

審 査

最終審査会

最優秀作品賞

審査員特別賞

ファミリーマート
40周年記念賞

応募総数

※全国を7ブロックに分割し、審査を実施

33,979通

今年度13回目となる本コンテストは、夏休みの前に全国19,340校・約622万児童に向けて
ご案内し、結果6月1日から10月31日の約 5ヶ月の間で、応募総数33,979 通にも上る心
温まる作品をいただきました。甲乙つけがたい力作ぞろいの中から選ばれた、全国7つのブロ
ックを代表する最優秀作品賞全21作品、審査員特別賞全35作品、ファミリーマート40周年記
念賞全40校・団体をご紹介します。なお、本コンテストの詳細報告は、ファミリーマートのホーム
ページでもご紹介させていただいております。（https://www.family.co.jp/arigatou2021）

ファミリーマート ありがとうの手紙コンテスト2021

こども支援活動

実施概要
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この度は、『ファミリーマートありがとうの手紙コンテスト2021』に作品応募をいただき、

誠にありがとうございました。長引くコロナ禍で普段の学校生活を過ごすことが難しい中、

全国から33,979通という大変多くのご応募をいただきました。

先生方、保護者の皆さまをはじめ関係各位に改めて御礼申し上げます。

本受賞作品集は、厳正な審査のもと「最優秀作品賞」に選ばれた21作品を中心に構成しております。

家族、支えてくれる友人や地域の方々への感謝の気持ちがあふれる手紙、自宅で過ごす時間が多い中で、

身近な物や出来事に関心を持ったり、自分の思いを感謝の気持ちにした手紙がたくさん寄せられました。

その姿に心打たれ、前向きで明るく進むこどもたちに元気をもらうことができました。

この場をお借りして「ありがとう」と伝えたいと思います。今年度は学校団体賞に代わり、

弊社創立の周年を冠した「ファミリーマート40周年記念賞」を、40校・団体様に贈呈させていただきました。

心のこもった素晴らしい作品をご応募いただきましたことに感謝申し上げます。

本コンテストは2009年より、地域社会と共にこどもたちの成長を応援する取組みとしてスタートいたしました。

「ありがとう」という言葉は、感謝を伝えるだけでなく、伝えられた人も幸せな気持ちにしてくれる

素晴らしい言葉です。本コンテストが、未来を担うこどもたちの豊かな心を育て、感謝の気持ちを大切に

「ありがとう」という言葉を素直に言えるような社会の実現に貢献できればうれしく思います。

皆さまの地域が「ありがとう」という素晴らしい言葉であふれることを切に願い、

今後も皆さまに愛される企画として本コンテストの回を重ねて参りたいと存じます。

令和 4年１月 吉日 

ご 報 告 に あ た っ て

株式会社 ファミリーマート 代表取締役社長    細見 研介

主催：株式会社ファミリーマート   
後援：文部科学省  全国市町村教育委員会連合会/全国連合小学校長会/全国小学校国語教育研究会 /全国小学校
        道徳教育研究会/全国小学校生活科・総合的な学習教育研究協議会/生活科教育研究会/株式会社教育新聞社　

2



3

審査員講評審査員講評

審査員

審査員長

審査員

審査員審査員

いとう  みく

作家、日本ペンクラブ
「子どもの本委員会」メンバー

児童文学作家、
日本児童文学者協会会員

伝えたい、というあふれる
ような思いで書かれた手

紙はな

んて胸を打つのでしょう
。読みながら思わず涙し

てしまっ

た手紙、はっと気づかさ
れた手紙、ぶはっと吹き

出してし

まった手紙。たくさんの
「ありがとう」にありが

とう。今

年印象的だったのは、い
まだ続くコロナ禍におい

て、会え

ない祖父母にあてた手紙
、花木や水や生きものと

いった自

然や環境について関心と
感謝のこもった手紙が多

かったこ

とです。今という時代を
悲観することなく、顔を

上げて生

きるこどもたちをたくま
しく感じました。みんな

のありが

とうが、届きますように
。

小峰 広一郎

株式会社小峰書店 代表取締役社長

今回4回目の審査員を務めさせていただきましたが、今年も沢山の素敵な“ありがとう”に出合うことができました。斬新な視点で感謝を伝えるこどもたちの豊かな感性には毎回驚きがありますが、表現力や観察力は年々レベルがあがっていると感じます。また今年の傾向としては、自然や環境問題に目を向ける作品が増えてきたことが挙げられますが、こどもたちは感じた疑問や気づきに対して、自分自身で掘り下げて調べることで学びを深めていることが分かる作品も数多くありました。新しい生活環境のなかでも、あたたかい感謝の気持ちを持って成長しているこどもたちの姿が目に浮かび、とてもうれしく思いました。

コロナ禍により様相がすっかり変
わってしまった日々―

このたびの審査対象になった作
品の中には、環境問題や

ジェンダー、宇宙開発に馳せる思
いを綴った手紙もあって、

こどもたちの目は世界を映す鏡な
のだということを感じま

した。そのまなざしは、現在より
むしろ未来に向かってい

るようで、私たち大人よりずっと
〈未来を生きる人たち〉

なのだ、という当たり前のことに
あらためて気づかされま

した。こどもたちの素直さ、伸び
やかさが頼もしく、また

私自身、勉強になることが多かっ
たように思います。素敵

なお手紙をありがとうございまし
た！

株式会社ファミリーマート執行役員　CAO（兼）管理本部長

今年度は、前年を大きく上回る、33,979 通という大変多くの応募をいただきました。コロナの感染懸念がなかなか収まらない中でご指導を賜りました先生方、保護者の皆様に心より御礼申し上げます。本コンテストも今年で13回目を迎えますが、こどもたちの感性や視点に毎回驚かされ、改めて新鮮な感動を覚えた次第です。審査員の皆様からも、今年は特に自分なりの視点で SDGｓに目を向けた作品が多く、選考にあたり頭を悩ませるくらい素晴らしい作品が多かったと伺い、とても嬉しく思っております。今後も本コンテストを継続していくと共に、「ありがとう」という気持ちを大切にしながら、地域社会の発展やこどもたちの成長を支えていきたいと考えております。

野中　柊 垣見　俊之

審査に入る前は、コロナに関する
テーマが多いだろうと考えていた

の

ですが、いい意味で裏切られまし
た。身のまわりの環境に目を向け

て

いる作品が多く、小学校でのSD
Gs教育が熱心に行われているの

だろ

うと感じます。例えば、森がある
から海が豊かになる、自分の好き

な

チョコレートの原料のカカオがど
こからどのようにやってくるかな

ど、

さらに広い視点に立って自分の手
で調べて、自分なりに考えている

こ

とに驚きました。感謝の気持ちが
さらに広がりと深みを増したもの

に

なっているのです。外に遊びにい
く機会が減っている時間のなか

で、

こんなにも前向きに未来を考える
こどもたちの姿に感動しました。池上　彰

ジャーナリスト



北海道・東北ブロック

最 優 秀 作 品 賞

２年生らしい元気でほほえましい作品。友人たちのやさしさ、楽しい学校生活が
うかがわれる。視点がユニークでテーマを象徴するインパクトのある構図もよい。

学年の部
低

審査員
から

七見　樹さん（2年）
白河市立みさか小学校

ななみ　　　　 いつき

最 優 秀 作 品 賞
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北海道・東北ブロック

最 優 秀 作 品 賞

森の木々からはじまり、昆虫、動物、そして海の環境までつながっているという広い視点が
よい。丁寧な貼り絵、気付きから調べ自分の考えをまとめている文章構成も素晴らしい。

学年の部
中

審査員
から

小関　義恭さん（4年）
白石市立白石第一小学校

こせき　　　　 　　よしすけ

最 優 秀 作 品 賞
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北海道・東北ブロック

最 優 秀 作 品 賞

自然に恵まれた地球の環境を守ることと、人々の努力や支援で街が復興していく
様子を同じ視点でとらえている着眼点が新鮮。

学年の部
高

審査員
から

工藤　千喜さん（6年）
岩泉町立有芸小学校

くどう　　　　 　　ちはる

最 優 秀 作 品 賞
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最 優 秀 作 品 賞最 優 秀 作 品 賞

自然を見る視点が斬新。自然の中で生きている自分、きれいに咲く花をやさしく
見つめている。字も文章構成も学年以上にすぐれている。

審査員
から

学年の部
低

関東 1 ブロック

橋口　侑來さん（2年）
星美学園小学校

はしぐち　　　　 　　ゆいり
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関東 1 ブロック

最 優 秀 作 品 賞

自分を元気にしてくれる本への感謝をこまやかに綴るだけでなく、世界中の人を
元気にしてほしいという独自の視点でまとめている。

学年の部
中

審査員
から

冨澤　多喜さん（4年）
星美学園小学校

とみざわ　　　　 　　たき

最 優 秀 作 品 賞
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関東 1 ブロック

最 優 秀 作 品 賞

日本に帰ってきたときに、祖父に教えてもらった九州弁のほほえましい
エピソードと、亡くなったことを伝える巧みな表現の対比が秀逸。

学年の部
高

審査員
から

武島　瑞錦さん（5年）
横浜市立潮田小学校

たけしま　　　　 　　みずき

最 優 秀 作 品 賞
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最 優 秀 作 品 賞最 優 秀 作 品 賞

大好きなチョコレートの原料と産地、流通までを調べ、大切に食べたいと綴る手紙。
チョコレートへの思いが伝わり、１年生とは思えない深い考察が素晴らしい。

審査員
から

学年の部
低

関東 2 ブロック

磯　明依奈さん（1年）
那須塩原市立東小学校

いそ　　　　 　　　あいな
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関東 2 ブロック

最 優 秀 作 品 賞

お父さんの日常が目に浮かぶような、表現力が高い手紙。父親のいろいろな
姿を愛情深く見つめ、描いている。  

学年の部
中

審査員
から

笠原　一馬さん（4年）
熊谷市立長井小学校

かさはら　　　　 　　　かずま

最 優 秀 作 品 賞
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関東 2 ブロック

最 優 秀 作 品 賞

海で釣りをして魚をさばいたことが、命の大切さの気付きとなった視点が
素晴らしい。魚への感謝として書かれた論理的な文章もうまい。

学年の部
高

審査員
から

宮本　愛安世さん（6年）
我孫子市立我孫子第四小学校

みやもと　　　　 　　　　あやせ

最 優 秀 作 品 賞
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最 優 秀 作 品 賞最 優 秀 作 品 賞

亡くなった母へ、兄として、一人の人間としての感謝と決意を綴った作品。
幼い妹を見守り、支えてくれる家族へのやさしさも胸をうつ。

審査員
から

学年の部
低

中部・東海ブロック

渡邉　碧さん（2年）
富士河口湖町立船津小学校

わたなべ　　　　あおい
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中部・東海ブロック

最 優 秀 作 品 賞

マイバッグを使うことの背景や意義を自分の視点でしっかりまとめている。
マイバッグを使う方への感謝を伝えている感性もおもしろい。

学年の部
中

審査員
から

古屋　璃佳さん（4年）
駿台甲府小学校

ふるや　　　　 　　　　りか

最 優 秀 作 品 賞
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中部・東海ブロック

最 優 秀 作 品 賞

父と子の会話の様子が手に取るようにわかる作品。父の口ぐせを敬う
気持ちをもってとらえ、深い愛情で結ばれていることがうかがえる。

学年の部
高

審査員
から

森　賢心さん（5年）
美濃市立中有知小学校

もり　　　　 　けんしん

最 優 秀 作 品 賞
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最 優 秀 作 品 賞最 優 秀 作 品 賞

１年生らしい素直な喜びをしっかりした文章で綴る。苦手な教科もあるけれど
  「ありがとう」を言うことが誰よりも上手になるという表現が秀逸。

審査員
から

学年の部
低

関西ブロック

榊原　和花子さん（1年）
大阪市立小松小学校

さかきばら　　　　 　　　　わかこ
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関西ブロック

最 優 秀 作 品 賞

母のひと言から水の大切さについて調べ、水の消費量への驚きや災害時の
困難にまで思いを寄せ、自分なりの決意とともにしっかり表現している。

学年の部
中

審査員
から

福井　心結さん（3年）
姫路市立城西小学校

ふくい　　　　 　　　　みゆ

最 優 秀 作 品 賞
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関西ブロック

最 優 秀 作 品 賞

医療従事者の方への敬意と感謝、亡くなった校長先生への思い、ウイルスに
立ち向かう現状という要素を、立体的に見つめ表現している。

学年の部
高

審査員
から

田代　暖さん（5年）
草津市立玉川小学校

たしろ　　　　 　はる

最 優 秀 作 品 賞
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最 優 秀 作 品 賞最 優 秀 作 品 賞

毎日のように通る「花ロード」を支えてくれるボランティアの方々への感謝を、
明るく元気な絵、構図で巧みに表現している。

審査員
から

学年の部
低

中国・四国ブロック

松村　琉花さん（2年）
徳島文理小学校

まつむら　 　　　　　　るか
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中国・四国ブロック

最 優 秀 作 品 賞

科学館の方への感謝を、喜びと発見があふれ出てくるような文章と絵で
綴っている。母との会話からも高揚感が伝わる。

学年の部
中

審査員
から

岡本　篤典さん（4年）
徳島文理小学校

おかもと　　　　 　　あつのり

最 優 秀 作 品 賞
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中国・四国ブロック

最 優 秀 作 品 賞

過去の自分と向き合い、未来の自分への思いと決意を、６年生らしい文章で
明るく綴った手紙。タイムマシーンが動く仕掛けも効果的。

学年の部
高

審査員
から

山岡　桜さん（6年）
福山市立光小学校

やまおか　　　　 さくら

最 優 秀 作 品 賞
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最 優 秀 作 品 賞最 優 秀 作 品 賞

ぬいぐるみと会話している様子がほほえましい作品。楽しいときも悲しいときも
ともに過ごし、前に進んでいる姿が浮かぶ。

審査員
から

学年の部
低

九州・沖縄ブロック

小花　美織さん（2年）
福岡市立有田小学校

おばな　 　　　　　　みおり
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九州・沖縄ブロック

最 優 秀 作 品 賞

ハブへの思いが変化し感謝の気持ちになっていく様子が巧みに書かれている。
自然の素晴らしさと守ることの大切さを語る決意も心地よい。

学年の部
中

審査員
から

宇都　佑星さん（3年）
天城町立岡前小学校

うと　　　　 　　　ゆうせい

最 優 秀 作 品 賞
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九州・沖縄ブロック

最 優 秀 作 品 賞

給食への感謝の思いを１年ずつ振り返っている作品。１年ごとにこんなにも
様々な思いを寄せ、成長している姿に驚かされる。

学年の部
高

審査員
から

笑喜　 供志朗 さん（6年）
鹿児島市立八幡小学校

しょうき　　　　 　　　きょうしろう

最 優 秀 作 品 賞
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北海道・東北ブロック審 査 員 特 別 賞審 査 員 特 別 賞

前田 莉結さん（1年）
気仙沼市立九条小学校

まえだ　　　　     りゆ

今野　佑矢さん（5年）
いわき市立久之浜第二小学校

こんの　　　　　ゆうや

関　大芽さん（5年）
会津美里町立高田小学校

  せき　　　　たいが

川島　尚子さん（1年）
福島市立荒井小学校

かわしま　         なおこ

松本　護也さん（5年）
新潟市立亀田東小学校

まつもと　          もりや

1

4 5

1

2

5
4

2 3

3
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審 査 員 特 別 賞審 査 員 特 別 賞 関東 1 ブロック

1

2

3

4 5
餘吾　稜真さん（1年）
東京創価小学校

よご　             りょうま

大村　愛実さん（5年）
平塚市立八幡小学校

おおむら　            まなみ

鎌田　彩莉さん（6年）
横浜市立南山田小学校

  かまだ　            いろり

木谷　穂花さん（2年）
横浜市立洋光台第二小学校

きたに　             ほのか

平野　志龍さん（3年）
葛飾区立花の木小学校

ひらの　            しりゅう

1

4 5

2 3
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関東 2 ブロック審 査 員 特 別 賞審 査 員 特 別 賞

鈴木　日彩さん（1年）
宮代町立笠原小学校

すずき　           ひいろ

井上　琴子さん（6年）
前橋市立敷島小学校

いのうえ　           ことこ

白石　莉菜さん（6年）
習志野市立谷津小学校

  しらいし　           りな

大森　玲愛さん（3年）
宇都宮市立豊郷南小学校

おおもり　            れな

富田　颯さん（4年）
那須塩原市立東小学校

とみた　       はやと

1

4 5

1

3

2

5

4

2 3
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中部・東 海ブロック審 査 員 特 別 賞審 査 員 特 別 賞

1

2

3

4
5

大橋　侑正さん（3年）
岐阜市立加納西小学校

おおはし　          ゆうせい

渡邊　琳央さん（5年）
静岡市立清水有度第二小学校

わたなべ　             りお

田邊　陽音さん（5年）
高山市立北小学校

  たなべ　              はると

西田　江里菜さん（4年）
美濃加茂市立古井小学校

にしだ　                 えりな

千家　結奈さん（5年）
静岡市立清水三保第一小学校

せんけ　              ゆな

1

4 5

2 3
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関西ブロック審 査 員 特 別 賞審 査 員 特 別 賞

北山　咲希さん（2年）
大阪教育大学附属天王寺小学校

きたやま　           さき

髙藤　宏光さん（6年）
京都女子大学附属小学校

たかふじ　          ひろあき

森野　奏さん（6年）
東近江市立五個荘小学校

  もりの　        かなで

田原　悠愛さん（3年）
姫路市立城西小学校

たはら　              ゆあ

辻　和真さん（3年）
守山市立物部小学校

つじ　         かずま

1

4 5

1

3

2

5

4

2 3
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中国・四国ブロック審 査 員 特 別 賞審 査 員 特 別 賞

1 2

3

4

5

福原　実恋さん（2年）
東広島市立西条小学校

ふくはら　             みこ

大土井　花奈さん（3年）
福山市立光小学校

おおどい　                 はな

久米　咲さん（3年）
石井町立高川原小学校

  くめ　          さき

石井　杏奈さん（2年）
徳島文理小学校

いしい　           あんな

川田　葵生さん（2年）
徳島文理小学校

かわた　            あおい

1

4 5

2 3
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矢田　悠瑠馬さん（1年）
敬愛小学校

やた　                  はるま

古賀　心清さん（3年）
大野城市立御笠の森小学校

こが　                しせ

小田　孝太朗さん（6年）
北九州市立足立小学校

  おだ　               こうたろう

小野原　陽莉さん（3年）
佐賀市立嘉瀬小学校

おのはら　                ひまり

下村　遥花さん（4年）
大野城市立大城小学校

しもむら　           はるか

1

4 5

5

2 3

九州・沖縄ブロック審 査 員 特 別 賞審 査 員 特 別 賞

1

2

4

3
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応募していただいた全1，846校・
団体から選ばれた40校・団体です。
受賞した学校を紹介します。

40　記念賞周
年40　記念賞周
年

ファミリーマート

関西ブロック 中国・四国 ブロック 九州・沖縄ブロック

北海道・東北　ブロック 関東 1ブロック 関東 2ブロック

中部・東海 ブロック

埼玉県　川越市立 南古谷小学校

埼玉県　上尾市立 原市小学校

茨城県　桜川市立 岩瀬小学校

埼玉県　久喜市立 鷲宮小学校

埼玉県　朝霞市立 朝霞第三小学校

千葉県　習志野市立 東習志野小学校

徳島県　 徳島文理小学校

広島県　東広島市立 西条小学校

鳥取県　鳥取市立 久松小学校

広島県　広島市立 大町小学校

岡山県　倉敷市立 中庄小学校

徳島県　石井町立 高川原小学校

徳島県　藍住町立 藍住東小学校

愛知県　岡崎市立 井田小学校

愛知県　岡崎市立 六ツ美南部小学校

愛知県　岡崎市立 広幡小学校

愛知県　碧南市立 西端小学校

愛知県　蒲郡市立 形原小学校

愛知県　蒲郡市立 中央小学校

熊本県　熊本市立 御幸小学校

熊本県　熊本市立 西里小学校

福岡県　大牟田市立 駛馬小学校

福岡県　糸田町立　糸田小学校

鹿児島県　霧島市立 国分小学校

福岡県　春日市立 春日北小学校

兵庫県　姫路市立 城西小学校

滋賀県　甲賀市立 水口小学校

大阪府　堺市立 神石小学校

兵庫県　川西市立 東谷小学校

大阪府　大阪教育大学附属　天王寺小学校

大阪府　大阪市立 海老江東小学校

ファミリーマート

福島県　二本松市立 大平小学校

福島県　福島市立 野田小学校

福島県　白河市立 白河第二小学校

福島県　白河市立 みさか小学校

神奈川県　川崎市立 日吉小学校

神奈川県　川崎市立 大谷戸小学校

東京都　府中市立 小柳小学校

東京都　世田谷区立 桜小学校

東京都　世田谷区立 世田谷小学校

くまもとけん　   くまもとしりつ          みゆきしょうがっこう

くまもとけん　   くまもとしりつ        にしざとしょうがっこう

ふくおかけん　    おおむたしりつ          　はやめしょうがっこう

ふくおかけん　   いとだちょうりつ          いとだしょうがっこう

　 かごしまけん　    きりしましりつ          こくぶしょうがっこう

ふくおかけん　   かすがしりつ          かすがきたしょうがっこう

ひょうごけん　    ひめじしりつ          じょうさいしょうがっこう

しがけん　    こうかしりつ          みなくちしょうがっこう

おおさかふ　    さかいしりつ      かみいししょうがっこう

ひょうごけん　    かわにししりつ       ひがしたにしょうがっこう

おおさかふ　おおさかきょういくだいがくふぞく  てんのうじしょうがっこう

おおさかふ　    おおさかしりつ         えびえひがししょうがっこう

 とくしまけん　   　 とくしまぶんりしょうがっこう

 ひろしまけん　  ひがしひろしましりつ     さいじょうしょうがっこう

 とっとりけん　   とっとりしりつ     きゅうしょうしょうがっこう

 ひろしまけん　   ひろしましりつ       おおまちしょうがっこう

 おかやまけん　   くらしきしりつ       なかしょうしょうがっこう

 とくしまけん　   いしい ちょうりつ       たかがわらしょうがっこう

とくしまけん　   あいずみちょうりつ    あいずみひがししょうがっこう

さいたまけん　   かわごえしりつ        みなみふるやしょうがっこう

さいたまけん　    あげおしりつ          はらいちしょうがっこう

いばらきけん　   さくらがわしりつ        いわせしょうがっこう

さいたまけん　    　くきしりつ          わしのみやしょうがっこう

さいたまけん　   あさかしりつ         あさかだいさんしょうがっこう

ちばけん　    ならしのしりつ        ひがしならしのしょうがっこう

あいちけん　    おかざきしりつ          いだしょうがっこう

あいちけん　 おかざきしりつ          むつみなんぶしょうがっこう

あいちけん　    おかざきしりつ        ひろはたしょうがっこう

あいちけん　    へきなんしりつ          にしばたしょうがっこう

あいちけん　    がまごおりしりつ       かたはらしょうがっこう

あいちけん　    がまごおりしりつ      ちゅうおうしょうがっこう

ふくしまけん　   にほんまつしりつ         おおだいらしょうがっこう

ふくしまけん　   ふくしましりつ         のだしょうがっこう

ふくしまけん　しらかわしりつ       しらかわだいにしょうがっこう

ふくしまけん　  しらかわしりつ          　　　　　　　しょうがっこう

かながわけん　    　かわさきしりつ        ひよししょうがっこう

かながわけん　    かわさきしりつ       おおがやとしょうがっこう

とうきょうと　    ふちゅうしりつ        こやなぎしょうがっこう

とうきょうと　   　　 せたがやくりつ        さくらしょうがっこう

とうきょうと　     せたがやくりつ        せたがやしょうがっこう

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
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◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
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◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
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◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
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ファミリーマートはこどもたちのためにこんな活動をしています。
ー  ー地域社会とともにこども・若者育成支援の取り組み紹介ーー

国土緑化推進機構が主催する「森の教室」
を、2012年から「夢の掛け橋募金」によっ
て支援しています。森のすばらしさ、森が果
たす役割を園児が学ぶことができる全国
巡回型のプログラムです。自然の大切さを
学んだ後、園児が植えて大切に育てたどん
ぐりの苗を植樹するところまで行います。

店内のイートインスペースを活用し、地域のこど
もたちやご家族の皆さまが、ともに食卓を囲み
ながら交流する機会を提供する取り組みです。
一部の店舗では、参加者同士のコミュニケーシ
ョンを深めるため、食事に加えて体験イベント
などを実施しています。また、コロナ禍での新
たな取り組みとして、家庭や学童施設からこど
もたちがオンライン接続して参加する「デジタ
ルファミマこども食堂」を開催しました。

コロナ禍の影響もあり、国内でも日々の暮らし、特に食生活に課題を抱える方が
増えています。一方で、まだ食べられるのに廃棄される食品は、世界で年間13億
トンにも上ります。こうした状態を解消する手段として、ご家庭で余っている食品を
ファミリーマート店舗でお預かりし、地域の福祉団体や施設などに寄付する活動
が「ファミマフードドライブ」です。店舗を活用した社会貢献活動として、各地域
で自治体やNPOなどのご協力をいただきながら展開を進めています。

ファミマフードドライブ

森の教室

「こども店長」は、実際の店舗でお店の職業体験ができる取り組みです。
本物のユニフォームを着用して、レジを操作したり商品を並べるなど、店
舗の仕事を楽しみながら知る体験学習の機会として、ご好評をいただい
ています。参加したこどもたちには、「こども店長」の認定証が贈られます。

こども店長
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ファミマ
こども食堂

家庭内で余った食品をお預かりします。
お預かりできる食品には、未開封で常温保存が
可能なものなど、いくつかの条件があります。

余った食品家 庭
ファミリーマート店舗
（回収拠点）

回収した食品

協力パートナーさま
（自治体・NPO等）支援を必要としている方々

自治体やNPOなど地
域の中で「食の支援」に
取り組む協力パートナー
さまが、店舗でお預かり
した食品を回収します。

協力パートナーさまのネットワークを
通じて、地域で支援を必要としている
方々へ届けられます。



ファミリーマートはこどもたちのためにこんな活動をしています。
ー  ー地域社会とともにこども・若者育成支援の取り組み紹介ーー

２０２０年度ノーベル平和賞を受賞した国連WFPの「世界の飢餓を
撲滅する」ための活動に、２００６年から「夢の掛け橋募金」によって、
継続的に支援しています。また２０１６年からは、「ミャンマー連邦共
和国における学校給食支援」を中心に、ミャンマーのこどもたちの
栄養改善を支援しています。

未来を担うこどもたちに向け「ファミマ学園」と称して、SDGsをメインテーマに、社員が学校へ
赴き講師として行う出前授業や、生徒が当社へ来社する企業訪問の受け入れを実施しています。
小学生から高校生までを対象に、コンビニエンスストアならではの商品・サービスや店舗を通じた
取り組み紹介のほか、キャリア教育など、学校や生徒のニーズに合わせた授業を開催しています。
また、2021年3月からは「夢の掛け橋募金」の寄付先
であるセーブ・ザ・チルドレン・ジャパンと協働で、中
高生を対象にSDGsをテーマにしたオンライン出前
授業「『いま、私たちにできることを考えよう』SDGs
オンライン教室」を開始し、今後も全国の学校からの
要望等に基づき、取り組みを継続していきます。

国連ＷＦＰ学校給食支援

出前授業・企業訪問「ファミマ学園」
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＊新型コロナウイルス感染症拡大により、一部取り組みを自粛・変更しています。

© WFP/Saikat Mojumder

店頭募金「ファミリーマート夢の掛け橋募金」は、募金していただいた
お客さまと、社会的活動を行うＮＰＯ/ＮＧＯ団体との“掛け橋”になり、
地球とこどもたちのために活動したいという思いからスタートしまし
た。お預かりした募金は当社の企業寄付（マッチングギフト✽）と合わ
せて、国内外のこども・若者育成支援や環境保全活動などの事業に役立てられています。2021年2月からは、こども食堂を通じて地域交流の活性
化や社会課題解決へ寄与するため、「全国こども食堂支援センター・むすびえ」を寄付先に追加しました。また、災害時には支援金募金として被災
地域にお届けしています。

ファミリーマート
夢の掛け橋募金

公益社団法人
セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン

特定非営利活動組織　国際連合世界食糧計画
WFP協会

認定NPO法人
全国こども食堂支援センター・むすびえ

公益社団法人　国土緑化推進機構
・ファミリーマート緑の募金（森の教室事業）
・共存の森ネットワーク（聞き書き甲子園事業）
・こどもたちの未来の森づくり事業

こどもたちの健全な成長、豊かな心づくりを目的とした次世代育成の取り
組みです。２００９年からスタートして累計43万通の「ありがとう」が全国か
ら寄せられました。また、２０１９年度からは文部科学省後援事業となった
他、過去の受賞作品5作品が道徳の教科書（２０１８年度）に掲載される等、学
校教育にも貢献しています。全国21名の最優秀作品賞受賞者の表彰式は、
受賞者が通う小学校で、ご家族や近隣店舗の店長、ファミリーマート社員が
参加して開催されます。「感謝の気持ち」は人と人とのコミュニケーションの
基点となり、地域社会の活性化へと寄与します。今後も本コンテストを通じて、
地域の学校と連携を深めながら、こどもたちを応援するとともに持続可能な
地域社会づくりに貢献していきます。

「ありがとうの手紙コンテスト」
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